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熱中症熱中症熱中症熱中症対策対策対策対策についてについてについてについて    

 

時下ますますご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申

し上げます。 

 さて、2016 年 3 月 10 日付で JFA より「熱中症対策ガイドライン」が出されました。こ

れに伴い静岡県サッカー協会として下記の通り進めて行きたいと思います。なお、詳細に

つきましては、JFA より出されておりますガイドライン・Q&A 等をご確認下さい。 

 選手の生命の安全を第一に考え、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

記 

【対象試合】 

県内で開催される、サッカー、フットサル、ビーチサッカーのすべての試合。 

【開始時期】 

2016 年 6 月 1 日以降 

【概 要】 

〔Ⅰ〕〔Ⅰ〕〔Ⅰ〕〔Ⅰ〕事前準備事前準備事前準備事前準備    

（ⅰ）スケジュールを組む際の注意事項（ⅰ）スケジュールを組む際の注意事項（ⅰ）スケジュールを組む際の注意事項（ⅰ）スケジュールを組む際の注意事項    

過去 5 年間の時間毎の WBGT の平均値を算出する。 

（算出できない場合、原則 7 月から 9 月に開催される試合については準備をして下さい。） 

①WBGT が 31℃以上となる時間帯には試合を設定しない。②開始時刻を早くする。③試合

時間を短くする。④1 日に複数の試合を組まない。⑤〔Cooling Break〕を取れるよう余裕

を持ったスケジュール対応。等のご配慮をお願いします。 

（ⅱ）（ⅱ）（ⅱ）（ⅱ）『『『『目指すべき目指すべき目指すべき目指すべき熱中症対策』熱中症対策』熱中症対策』熱中症対策』    

①ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。 

②ベンチ内でスポーツ飲料が飲める環境を整える。 

③各会場に WBGT 計を備える。 

④緊急対応用に、氷・スポーツドリンク・経口補水液を十分に準備する。 

⑤観戦のために、飲料を購入できる環境を整える。（場所を知らせる） 

⑥熱中症対応が可能な緊急病院を事前に調べておく。（夜間の場合は宿直医） 

⑦〔Cooling Break〕または飲水タイムの準備をする。 



 

〔Ⅱ〕当日の対応〔Ⅱ〕当日の対応〔Ⅱ〕当日の対応〔Ⅱ〕当日の対応    

各会場 WBGT 計にて測定し、その数値により対策を講じて下さい。 

■WBGT=31℃以上の場合は、試合の中止または延期も考える。 

やむを得ず行う場合は 

①ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。 

②ベンチ内でスポーツ飲料が飲める環境を整える。 

③〔Cooling Break〕を行う。 

■WBGT=28℃以上の場合は、 

①ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。 

②ベンチ内でスポーツ飲料が飲める環境を整える。 

③〔Cooling Break〕を行う。（1 種・2 種は飲水タイムでも可） 

■WBGT=25℃以上の場合は、 

①ベンチを含む十分なスペースにテント等を設置し、日射を遮る。 

②ベンチ内でスポーツ飲料が飲める環境を整える。 

③飲水タイムまたは〔Cooling Break〕を行う。 

 

 

 

以上。 


